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筑後川の現地調査概要 

 

・筑後川では、台風や集中豪雨により昭和 28年６月の「昭和 28年筑後川大水害」を始めと

する水害が幾度も発生している。 

・文献調査に基づき、過去の記録が残る地域において詳細情報を収集するため、筑後川で現

地調査を実施した。 

 

調査地点：福岡県筑後川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【昭和 28年筑後川大水害の概要】 

・昭和 28年６月の九州一帯を襲った梅雨前線による豪雨は、西日本一帯に大きな被害をも

たらした。筑後川では 122 箇所が破堤し、筑後川右岸 50キロメートル付近の朝倉堤防の

破堤は延長約 600 メートルに及んだ。 

・筑後川流域内の被害は、死者数 147 人、流出全半壊家屋約 12,800 戸、床上浸水家屋約

49,200 戸、床下浸水家屋約 46,300戸、被災者数約 54万人に及ぶ甚大なものとなった。 

 

▼昭和 28 年筑後川大水害による筑後川水系の被災状況 

死者、行方不明者 147 名 

被災者数 54 万人 

流失及び全半壊戸数 12,801 戸 

床上浸水 49,201 戸 

床下浸水 46,323 戸 

破堤 122 箇所 

 

出典：国土地理院 ▲調査箇所図 

出典：筑後川水系河川整備計画（平成 30 度 3月）[国土交通省 九州地方整備局 筑後川河川事務所] 

筑後川 
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【昭和 28年筑後川大水害の被災状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲久留米市宮の陣橋と陣鉄橋 ▲久留米市小森野橋 

出典： [国土交通省 九州地方整備局 筑後川河川事務所 HP 懐かし写真

館] 

▲日田市街地 

▲久留米市合川 ▲久留米市東櫛原 

出典：筑後川水系河川整備計画（平成 30 年 3月）[国土交通省 九州地方整備局 筑後川河川事務所] 

▲日田市街地 
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【昭和 28年 6月洪水の記念碑：福岡県うきは市吉井町 大水害記念之碑】 

・福岡県うきは市吉井町の筑後川沿岸に昭和 28年 6月の筑後川水害に係わる復旧碑が建っ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲大水害記念之碑（福岡県うきは市吉井町） 

出典：自然災害伝承碑データ［国土地理院］ 

▲大水害記念之碑の位置（福岡県うきは市吉井町） 

大水害記念之碑 
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【昭和 28年 6月洪水の復旧碑：佐賀県鳥栖市 筑後川復旧碑】 

・佐賀県鳥栖市酒井東町の宝満宮境内に、昭和 28年 6月の筑後川水害に係わる復旧碑が建

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲水害復旧記念之碑の位置（佐賀県鳥栖市） 

筑後川復旧碑 

▲水害復旧記念之碑がある宝満宮（佐賀県鳥栖市酒井東町） 

平成 27 年 2月 13 日撮影  
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▲水害復旧記念之碑（佐賀県鳥栖市酒井東町） 

 

 

■水害復旧記念之碑の碑文 

水害復旧記念碑昭和二十八年六月二五日より四日間に亘る大豪雨の為宝満川秋光川大

木川が氾濫し堤防決潰六ヶ所農地潰滅六町壹反歩両区は全戸軒下浸水の未曽有の災害を

蒙った国家補助及縣村当局の絶大なる援助と区民の一致団結不眠不休の努力により見事

復旧工事を完成した仍って之を永久に記念するため此の碑を建立する 

工事内容・被害面積 三太郎東壱町壱反六畝 三太郎西六反六畝 ハキヤ壱町壱反五畝小

柳七反七畝 総工事費弐百参萬壱千圓」 （昭和三四年一月建立 基里村長 髙島正雄） 

 

 

 

平成 27 年 2月 13 日撮影 
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【昭和 28年 6月洪水で埋まった鳥居：佐賀市鍋島町 天満宮】 

・佐賀県佐賀市鍋島町の天満宮境内に

は、昭和 28 年の筑後川水害で田ん

ぼに埋まった鳥居が掘り起こされ、

再度建設されている。 

・下記写真の奥側に位置する石造りの

鳥居が再建されたものである。 

 

 

 

▲天満宮の位置（佐賀県鍋島市） 

▲天満宮の鳥居（正面より天満宮方向）    ▲天満宮の鳥居（天満宮方向より） 

 

▲天満宮入口               ▲天満宮本殿 

平成 27 年 2月 13 日撮影 

 

天満宮 
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【昭和 28年６月水害の洪水碑：大分県日田市大山町西大山小平 洪水碑】 

・大分県日田市大山町西大山小平の大山川沿いに、昭和 28年６月の水害に係わる復旧碑が

建っている。 

・昭和 28 年６月の水害で小平集落が大きな被害を受けたことを伝えるために建てられた。

碑の裏側には当時の浸水した高さが刻まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲洪水碑（日田市大山町西大山小平）  

洪水碑 

▲洪水碑の位置（大分県日田市大山町） 

令和 3年 2 月 21 日撮

影 
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【平成 29年 7月九州北部豪雨の概要】 

・平成 29年 7月の九州北部一帯を襲った豪雨は、九州一帯に大きな被害をもたらした。 

・筑後川水系筑後川では、片ノ瀬水位観測所、花月水位観測所、上曽木水位観測所、下唐原

水位観測所ではそれぞれ既住最高水位を観測した。 

・筑後川流域では 7月 11日～14 日の 4日間の期間降水量が 500mmを超える記録的な降雨を

観測し、14地点の雨量観測所において 1時間雨量が 80mm を超えた。 

・この大雨は 6月 7日～7月 27 日まで続き、福岡県では死者 37名、行方不明者 2名、大分

県では死者 3名の被害に加え、多大な建物被害を出した。 

 

▼平成 29 年九州北部豪雨による筑後川水系の被災状況 

床上浸水 282 戸 

床下浸水 567 戸 

浸水面積 1646.3ha 

 

【平成 29年 7月九州北部豪雨の被害状況】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲桂川浸水状況             ▲北川被災状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲赤谷川被災状況            ▲大肥川被災状況 

出典：筑後川水系河川整備計画（平成 30 年度 3 月）[国土交通省 九州地方整備局 筑後川河川事務所] 
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▼平成 29 年 7 月九州北部豪雨の筑後川水系被害状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「平成 29年７月九州北部豪雨に関する情報」（国土地理院） 
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【慶長 9年起工の堤防：佐賀県三養基郡みやき町 茂安公築堤功績碑】 
・佐賀県三養基郡みやき町に位置する筑後

川西岸の堤防には茂安公築堤功績碑が建

っている。 

・古来より筑後川は「暴れ川」と言われ、

大雨の度に大洪水に見舞われており、こ

の水害を防ぐために佐賀藩家老・成富兵

庫茂安公は筑後川西岸（現在のみやき町

千栗〜坂口）に、全長 12km にもおよぶ堤

防を作りあげた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■茂安公築堤功績碑文 

千栗堤防 千栗ヨリ坂口マデ蜿蜓（えんてい）三里  茂安公慶長九年  起工ヨリ十

二ヶ年ノ歳月ヲ  経テ成就セラレシモノナリ  コノ功績ヲ永久ニ讃ヘン為茲（ここ）

ニコノ碑ヲ建築ス 昭和十年十月十日 

 

▲茂安公築堤功績碑位置（佐賀県三養基郡みやき

町） 

▲茂安公築堤功績碑 平成 27 年 2月 13 日撮影 

茂安公築堤功績



11 

 

【明治 22年 7月大雨水害：大分県日田市若宮町 人助けの椋の木】 

・明治 22年 7月大雨による洪水は筑後川３大洪水と呼ばれ、筑後川流域で家屋被害 57,368

戸、死者 70 名。遠賀川流域では死者 11名、家屋被害 2,196 戸の被害が生じている。 

・大分県日田市若宮町の三隈川沿いに、明治 22年 7月の水害に係わる人助けの椋の木があ

る。 

・明治 22年 7月大雨による三隈川氾濫の際、60人近く（50数人という記述もある）がこの

木に登って助かったという記録が残っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲人助けの椋の木の位置（大分県日田市若宮町） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人助けの椋の木 

▲人助けの椋の木 令和 3年 2 月 21 日撮影 
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【大正 10年 6月水害：大分県日田市若宮町 霊木保存記念碑】 

・筑後川三大水害に数えられる大正 10年 6月水害では、橋流失、堤防決壊。大山川流域の

部落 23戸が流され、日田市では死者 13名を出したとされている。 

・この災害においても人助けの椋の木のおかげで付近の竹工場の人たち 28 名と漂流した 2

名の命が助かったとされており、大分県日田市若宮町の三隈川沿いに、大正 10年 6月の

水害に係わる霊木保存記念碑が建っている。人助けの椋の木は霊木として市の指定保存

樹となっており、木のそばには霊木保存の記念として建てられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲霊木保存記念碑の位置（大分県日田市若宮町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

霊木保存記念碑 

▲霊木保存記念碑 令和 3年 2 月 21 日撮影 
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▼筑後川水系既住洪水の概要 

 

 

 

出典：筑後川水系河川整備計画（平成 30 年 3月）[国土交通省 九州地方整備局 筑後川河川事務所] 
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＜参考文献＞「筑後川 その治水と利水」国土開発調査会 旧建設省九州地方建設局 
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